
別記様式(第4条関係) 

会議録 

会議の名称  第４回加東市小中一貫教育研究会 

開催日時  平成２７年８月２１日（金）１７時３０分から１９時１２分まで 

開催場所  社福祉センター ２階 レクレーション室 

議長の氏名 (委員長 浅野良一) 

出席及び欠席委員の氏名 

【出席委員】１２人 

浅野良一委員 土肥貴雄委員 尾﨑高弘委員 木村裕司委員 小林美穂委員 

上月浩忠委員 岸本吉博委員 黒崎泰則委員 眞海秀成委員 佐々木正利委員 

小林喜代治委員 石田和伸委員 

【欠席委員】１人 

 大野裕己委員  

説明のため出席した者の職氏名 

【オブザーバー】 

 大島巧男教育委員長 藤本洋二教育委員長職務代行者 神崎芳美教育委員 

 浅川るり教育委員 

出席した事務局職員の氏名及びその職名 

 教育長 藤本謙造  

 教育総務課 課 長 大橋博英 

   同   副課長 柴﨑俊之  

   同   主 幹 山本幸平    

 学校教育課 課 長 登 光広 

   同   副課長 平川真也 

議題、会議結果、会議の経過及び資料名 

【議題】 

 中間報告書（案）について 

【会議結果】 

 資料①～③に基づき、審議しました。 



【会議の経過】 

１ 開会 

２ 中間報告書（案）について 

事務局から資料①～③に基づき、説明を行いました。 

（委員長） 

 これは別に中間報告書案に載せるということでもないですが、加東市がこういっ

た小中一貫の取組みを今後していくということは、リレーで言うと幼稚園が第１走

者、小学校が第２走者、中学校が第３走者になるわけですね。ですから、加東市の

中学生が進学していく県立の学校があるわけですね、そういったところにも、また

どうしてこういう取組みをするんだというようなことを是非情報発信されたらど

うかというふうに思います。第４走者の高校、そのあたりにも情報を出すような機

会を是非つくっていただきたいということです。 

 それと、もう１つは、加東市でこれを取り組んでいくわけですが、県の事業でい

ろいろございます。だから、活用できるものが結構あると思うんです。あるいは、

こちらから働きかけて、是非こういうような取組みをするので、先進的な取組みと

してバックアップしてという県に対する支援の要望といいますか、そういうところ

も合わせてやっていくというのも必要なんじゃないかなというふうに思いました。

単独でやるのももちろんいいのですが、使えるものは使うというのは変ですけど

も、関連するいろんなステークホルダーがいますので、それに対する働きかけも是

非お願いしたいなと思います。 

 いかがでしょう。皆さん方から是非御発言いただきたいのですが。 

（委員） 

 資料③に目指す子ども像というのがございます。自ら学ぶ子とか自他を大切にす

る子とかいろいろございますけれども、この一番上にキャッチフレーズ的なものを

入れたらどうかなというような気もしています。例えばですけれども、自他ともに

大切にし、向上心にあふれる子というような、そういうものを入れてその下に細か

く説明するというようなことで、自ら学ぶ子とか自他を大切にする子とかね。この

自他を大切にする子というのを最初に持ってきたというのが、最近いじめの問題と

かというのもありますし、それから家庭においても朝御飯を食べさせないとか、食

べさせずに学校に行く、あるいはそれは親と子の間ですけども、それも言ってみた

ら他になりますので、そういうことを大切にするような心を小さいころから育んで

いくというような教育というのも非常に大事じゃないかなと。今、中学校の子です

か、事件になっていますが、ああいうものも他人を大切にしないと、また逆に言っ

たら自分を大切にしていないというような部分もありますんで、そういうものを非

常に大切にするということを、加東市としては教育の中に入れていくんだというこ

とを目指したらどうかなという個人的な思いなんですけど、別にこれがないからい

けないという問題ではないと思うんですけれども、いかがなものでしょうか。 

（委員長） 

 わかりやすくするために、いいキャッチができればね。わかりやすさですね。 

（委員） 

 この小中一貫教育を進めていくに当たって、やはりかなりの教職員の負担ってい

うのはいつも気になっていたところで、８ページから９ページにかけてきちんと入



れていただいておりますので、充実したものになるようによろしくお願いしたいと

思います。 

（委員） 

 前回、自尊感情のところで自己有用感に基づくというか、自尊感情の中に自己有

用感があるというようなことで、小中一貫教育を進めるに当たっては、自己有用感

を育むということをメーンにしたらどうかなということで、それについては文言も

入れていただいておりますので、このとおりでいいんじゃないかなと思います。 

 あと、確かに、委員が言われた、目指す子ども像というところで自立した子ども

ということで挙げられていますが、何か今ちょっと思いつかないんですけれども、

キャッチフレーズ的なことがあったらいいのかなというのは、私も思いました。さ

つき野学園で言えば、「社会の変化に対応し、他人のために尽くす、世界に羽ばた

く人材育成」というふうなことがあって、それを目標にしてその下に誠意の人、勇

気の人、行動の人、連帯の人とかというふうなことがありますので、９年間を通し

て自立した子どもとすることでもいいのかもしれないですが、加東市版の、小中一

貫教育を目指すのに当たっての何かキャッチフレーズ的なことがあればよりいい

のかなと私も思いました。 

（委員） 

 中間報告のまとめと、Ａ３で書いた目指す教育像ということですが、９年間を通

した子育ての狙いということで、本当にこのとおりと思います。 

 ただ、キャッチフレーズと言われたように、教職員のアンケートにも関係してく

るかと思いますが、そのアンケートも過去に１回とっていて、今回は２回目で、そ

の１回目に比べて向上したということであったらいいんですけれども、初めてだっ

たので、この結果をどのように判断されるかを私は聞きたい。もっと高めなければ

いけないと思われるのか、前よりも高まったのか。 

 そのことも踏まえるとやはりそのキャッチフレーズ的なことを言われていまし

たが、目指す子ども像はここに書いている６項目ですよね。これはこれまでもして

きたことなので、やはり小中一貫教育をすることで到達できる何かを目指さない

と、教職員も、同じことをやっているだけということになってもいけないかなとい

う気はします。 

 あと、ちょっと気になっているのは、統合するということになりますので、義務

教育国庫負担金が今後どうなるのかなという、そのあたりを考えないと。予算が今

までのようにはいかないんじゃないかと、その中で小中一貫ができるのかなという

ような疑問、新たな問題があります。その３点です。 

 以上です。 

（委員長） 

 御質問がいくつかありました。 

 １つは、この教職員アンケートですが、解釈といいますか、どのように捉えたの

かということです。そして、今後どのようにしていきたい、先ほど少しお話されま

したが、改めてお願いしたいと思います。 

 そして２点目は、小中一貫をするに当たって加東版の、らしい子どもというか、

小中一貫でやったらこうなるんだという案が、今の段階でありますか。言葉にしな

いといけませんので、案があれば御紹介いただきたいと思います。 

 ３つ目は、国庫負担金のお話が出ました。今後の運用、動向なんかを見据えて、

今の段階では加東市としてはこの辺をどう判断されているのか、それについてもわ

かる範囲でお答えいただきたいと思います。 

（事務局） 

 アンケートの結果でございます。初めてとらせていただいて、私どもも中身につ



いて検討したときに、これぐらいで先生方はこれぐらいわかっていただけたという

安心感はございました。ただ、理解されたのは８割を超えていますが、もっと不安

の部分、こういったことが課題だとか不安だというようなところを見ましたら、そ

の解決をどうするんですかっていうのが一番、先生方が気にされているところなん

だろうと思います。先ほども言いましたように、今日、中間報告が出て、ある程度

方向性が決まった後、具体的にどんな計画で進めていくのかという審議ができます

ので、それを踏まえて具体的に先生方に、例えばこれの面についてはこういう計画

でこうやっていきます、そのときに注意、留意点をこちらでやらなければいけない

ところがこういうことですという具体的な話ができれば、理解ができた、推進すべ

きというのが増えてくるのではないかと思います。当然、今後も説明の機会を増や

して、必要があればアンケート等もとりたいと思います。 

 ２点目でございます。小中一貫だけでできる、らしい像というようなことで、話

があったのですが、これについては知徳体というバランスのとれた教育というのが

義務教育の責務でございますので、委員がおっしゃった、痛ましいこともあるので

すが、やはりバランスを欠く像というのは難しいのかなと思います。先ほど、堺の

話が出ましたが、あれも羅列になっています。今日、このことは言えませんので、

この最終報告までに何個かの案を皆さん方にお示しをした上でこれがいいのでは

ないかというようなことで、もうしばらくお時間をいただけたらと思います。 

 ３つ目でございます。国の動き、法改正の話ですが、実は８月２４日、来週月曜

日です、国が小中一貫の説明会を行います。事務局からも２名東京へ行きます。そ

こで質問できないかもわかりませんが、今、法改正になって、どういうときか、当

然、義務教育国庫負担でありますとか、定数法の改正もありますので、それを聞く

ために２名行って参ります。また、その辺の報告も差し上げたいと思います。 

（委員長） 

 やはり先ほど委員が言われたように、今後の教育委員会の姿勢として情報開示で

すね。ただ単に一方的な情報ではなく、やはり両面提示する必要があると思います。

こういう面で非常にいい点が今出ているけれども、こういう点は気になる点である

という、その両面を繰り返し教職員の皆さん、あるいは管理職の皆さんに今後も提

起していただきたい。そして御意見を聞く。アンケートでもいいですし、直接のミー

ティング等でも結構ですから、そういった関係ですね、さらに充実させてしていた

だければと思いました。 

（委員） 

 市民の方だけではなくて、やはり先生方もたくさんの不安を抱えておられるとい

うのが、このアンケートを見て改めて感じました。でも、よく内容を見てみると、

賛成と言われている方も、それから不安だと思われている方も、どちらも子どもた

ちにとってどうしていくことがいいのかということをすごく真剣に考えておられ

るので、やはり一つひとつをきちんと、その不安感のところを補って説明したり、

こちらで解決方法を考えていくことによっていい方向に進んでいくんじゃないか

なというふうに思いました。アンケートもやはり１回だけでなく、何度かいろんな

話をした後にとっていくことで、よくなっていけばいいと思うので、実際に一貫校

をするまでにきちんと一つひとつが解決できるように取り組んでいかないといけ

ないなということを改めて思いました。 

（委員） 

 会も４回目になって、中間報告ができ上がって、いい形の加東市のプランができ

上がってきているのではないかなというふうに思っています。初回から教職員の負

担の話を出させてもらって、１つは教師のほうの負担が結局は児童に影響するんで

すという話をわかってもらいたいなという部分から話をしたわけですけれども、や



はり子どもと１対１で会話をできる時間を持たないと、会議の机上の話では結局は

子どもを見ることができない学校運営になってしまいますので、子どもと時間を

しっかりとって、なおかつ小中の先生方の交流も深めてという、２本立てになる分

で、人的な加配であるとか必要だろうなというふうに考えます。 

 ９年間のカリキュラムを作っていく上で良さも含めてしているんですけども、今

の小規模な学校の良さもあるのではないのかという話の中で、保護者説明会をされ

るというところへいくと、小学校の卒業式はなくなるのかみたいな具体的な部分、

不安に思っている部分はどう考えられているのかというＱアンドＡ的な部分なん

かが、実際に子どもを持たれている保護者にとっては聞きたいところなんだろうな

というふうに思いました。 

（委員長） 

 小規模校の良さをそのまま引き継ぐというわけにいきませんので、どうしても短

所というのは出てくるんです。そのあたりもオープンにして、でもこういうやり方

でそれを補うというようなことで進めようということです。 

 １点お伺いしたいのですが、「よく深まった」、あるいは「理解できる」の率は、

中学校のほうが小学校に比べて高いのですが、実感として何かありますか。 

（委員） 

 基本的に推進をされて、こういういい部分があると、デメリットの部分も含めて

いろんな議論をされていますが、やはりいい部分を強調された研修の中で、いい部

分がたくさんあるんだというのは中学校の教師にもわかりました。だから、ふだん

の生活の中で小中一貫の議論は現場ではありません。あまりそこまでの動きになっ

ていない状況ですが、研修会を受けた段階でいくと、こういうメリットがあるんだ

なというのを初めて知った教師はいますし、だからこれまでなかなか考えてこな

かった状況の中で、知れた、理解できたという部分の意識だったと思います。 

（委員長） 

 要するに、中学の先生が悩んでおられる課題意識のあるところは、解決できる見

通しのようなものが出されたことによって琴線に触れたということが多かったと

いうことですね。 

（委員） 

 明日、明後日の保護者への説明で「ふるさと学習かとう学（仮称）を教科横断的

に実施」とか、こういう抽象的な書き方の場合、教科横断的だったらどんなことに

なるのかというのが逆に余計不安になってしまうのではないかなというのは少し

思いました。 

（委員長） 

 御説明も、なるべく例え話とか、具体的な例、例えば教科横断というのはこうい

うことなんだというふうにして、また、そういったわからないことは是非、率先し

て質問してください。それで理解が深まると思います。確かに、わかりにくいとこ

ろが結構あると思います。 

（委員） 

 今回、一番気になったのは教職員の先生によるアンケートの結果で、一番今回興

味があったのですが、研修会に出席された人数、加東市の教職員の総数というのは

どれくらいになるのですか。 

（事務局） 

 臨時の先生方も全てです。事務職員の先生も含めて、要は加東市に勤めている教

職員全部です。特にほかに出張等がなければ参加しますからほぼ全員だと思ってい

ただければいいです。 

（委員長） 



 大体２００人ぐらいいらっしゃるということですか。 

（事務局） 

 はい。総数は２３０人ぐらいということです。だからアンケートは、ほぼとれて

います。 

（委員） 

 それともう１つ、今後の計画案、この白紙になっている部分ですが、まだまだ協

議する内容もこれから詰めていって、中間報告書もまだ案の状態で決定してないで

すけれども、保護者に説明に行ってくださるといった中で、具体的にある程度加東

市として理想的な今後の計画案はこういう形ですというようなことは、まだやはり

出せないですか。 

（事務局） 

 先ほど、今後のスケジュールということで少し説明させていただきましたが、８

月２４日、月曜日に臨時の教育委員会を行います。その中で、この中間報告をもと

に審議、議論いただいて、大まかな方針を決定します。それに基づきまして、大ま

かな方針が決まりましたら、その次に細かいところを決めていくという段取りでご

ざいますので、現時点ではそこは当然白紙であって、明日も言えることではござい

ません。 

（委員長） 

 ただ、そのような段取りがあるのであれば、当然この研究会の最終報告に向けて、

いろいろ動かないといけないわけですが、具体的な検討組織、確か、中間報告案の

９ページの３番に書いておられますが、我々のようなちょっと外側の人間じゃなく

て、もう少し直接関連のある保護者等を交えた地域推進協議会ですか、こういった

ものを立ち上げる準備ですか、これは今後どういう計画で段取りするのかというの

は重要になってくるというふうに思います。ですから、そういう意味でここに書い

てある人たちの具体的な中身としては、保護者だとか、あとは学校評議員の方は各

学校にいらっしゃると思いますので、そういう方だったりとか、内側の人ですね、

内側の人で議論する会を是非、たぶん委員がおっしゃっていることもそれに近いよ

うなものと思いますので、そういった計画を是非段取りよくしていただきたいと私

も思います。 

（委員） 

 政府の教育再生実行会議の提言等を見ていましたら、コミュニティスクールであ

りますとか、学校運営協議会というものを全国の小・中学校で組織しているとか、

そういうことが小中一貫教育を行っている学校でいい効果が出ているというよう

なことがあったので、前回、私は話をさせてもらいました。その中で１点気になっ

ていたのは、やはり地域と学校と親も含めて、やはり健全な協議、話し合いができ

ないことで、子どもたちが犠牲になってはならないというのは感じていましたの

で、そのあたりのことで、具体的に言いましたら、どこまで地域が権限、権力を持

つのか、学校経営にどうかかわっていくのかというところなんですけども、そのあ

たりは加東版の、加東ではこうやっていけば一番いいのではないかという思いを酌

んでいただいた結果として、こういう懇話会、８ページ、９ページのところの学校

運営懇話会とか、あとは、今も出ましたけども地域推進協議会とかという、段階的

に取り組んでいこうという案が出たのかなということで、これは非常にありがたい

なと思いました。 

 その話が先になってしまったんですけども、地域の職人さんの巧みの技という

か、職人の技を、学校へ来ていただいて子どもたち数班に分かれて、その巧みの技

を子どもたちに見せ、地域を知っていただき、また愛着を持ち、また子どもたちは

将来、職業、人生どのようにやっていくのかということで、子どもたちの自己の可



能性を発見していただこうと、そういう事業を１２年取り組んでいますが、やはり

回っている中でそれぞれ事業者の方、職人さんと話をした中で、本当に地域の子ど

もたちにかかわってやりたい、かかわりたいという気持ちが相当伝わってきます。

だから、そういうのを本当に大切にしなければいけないんだなというふうに思って

いるのが今の現状、実情であります。 

 そんなことで、小中一貫教育を実現させることによって、今以上に学校、家庭、

そして地域社会が本当にいい方向でかかわっていくことが、先進事例でもありまし

たように、学力の向上につながるというふうな形でなっていますので、何かそれは

私も年を重ねるずつ、小さいときは勉強していたらいいんだという感じで思ってい

たんですけれども、それはそうじゃないなというのも感じるような年になってきま

した。子どもは学校に預けていたらいいと、先生も勉強させないといけないという

ような話で、先生は子どもを受け入れなければいけないというような状況であった

かと思うんですけれども、やはりそれによって先生方も相当苦悩もあるでしょう

し、負担があるかなと思うんです。そういう部分も地域とか父兄の方がかかわるこ

とによって、先生方も負担を軽減されて充実感を持っていただければ、それが子ど

もたちの成長につながるものというふうに思います。 

 保護者の中で、表面はＰＴＡ活動が大変とか、またこういう作業がどうという話

はあるんですけれども、実際、皆さん方の顔色とか、参加されている顔とか、意見、

声とかを聞いていましたら、本当に子どもたちのためを思って参加してくださって

いますし、いろんな行事とか会議見ても、このＰＴＡとか学校にかかわる運動会で

あったり、会議であったり研修会だったり、この参加率というのは本当に高いなと

いうふうに思います。だから、この参加率があるから昔からもやっぱり学校は地域

の中の学校というようなことで、地域で育てるとかいろんなそういうことが言われ

てきたのかなというようなことを感じました。 

（委員長） 

 今、お話していただいたわけですが、学校でのいろいろこういった具体を検討す

る、あるいは保護者も協力しながら協議会でこうやってきているのですが、もっと

方向をばしっと決めないと議論倒れになる可能性が私はあるような気がします。だ

からこれは教育委員会の責任だと思います。いつやるんだということをもう少し

はっきりしていかないと、ああだ、こうだと言っているうちに何か熱が冷めちゃう

感じもしますので、そのあたりはお考えいただいたほうがいいなというふうに、お

話を聞いてそう思いました。 

（委員） 

 教職員のアンケート結果ですが、理解できないというのが４０％近くありますよ

ね。先日、神戸新聞を見ていましたら、北播の教職員組合が小中一貫教育に反対だ

と、そういうのが出ていました。そういうのを考えますと、やはりもっと先生に対

する取組みを進めていって、少なくとも８割近くは先生が理解してやっていこう

と、そういう気持ちにならないと難しいのではないかな、特に先生に対する負担が

重くなりますので、教職員の理解なくして小中一貫教育は無理だなと、そういうふ

うに私は思います。それが１点です。 

 もう１つ、今回の中間報告の中に小中一貫校のことが出てきています。 

 小中一貫校は少なくとも施設併設型とし、教職員が執務を行う職員室を１つの部

屋にすることが可能となる施設一体型の小中一貫校を整備することが理想である。

 後半部分については、私は意義はありません。ただ、前半部分です。少なくとも

施設併設型としということは、施設分離型はもうだめだということです、断定して

いるわけですよね。ところが最近文科省の報告を見たのですが、平成２６年５月現

在、小中一貫教育に取り組んでいる市町村は２１１、約１割ということです。総計



数が１，１３０件。施設の状況ですが、施設一体型校舎は１４８件で１３％、施設

隣接型校舎が５９件で５％、施設分離型校舎が８８２件で７８％という数字が出て

います。というのは、現在小中一貫教育に取り組んでいるのは、ほとんどが施設分

離型の校舎でやっているということです。確かに、施設分離型ではやりにくいとい

う面はよくわかります。しかし、現実はこういう形で進んでいるということで、そ

れを否定して今現在少ないようなそういう形に持っていくというのがそれでいい

んだろうかと。この施設分離型も可能性としては残しておいたほうがいいのではな

いかなと。特に私は社地域が５校の小学校がありますので、それを１つにするわけ

ですから、その辺のことを念頭に考えているんですが、そうすると、隣接型以外は

認めないということですから、それがうまくいかない場合には小中一貫教育ができ

ないということも懸念されるわけです。その辺のことをちょっと断定してするので

はなく、その辺も少し報告の中でよしとして残しておいたほうがいいのではないか

と、そういうふうに思います。 

（委員長） 

 ２つ御意見がありました。 

 １つは、やはり教職員の意識として６割では低いんじゃないかと、やはり８割ぐ

らいが目指すべき水準じゃないかということです。 

 もう１つは、今、併設型を前提として一体型と、分離型という、分離型の可能性

についての余地を残すべきじゃないかという、こういう御意見ですが、このあたり

どうでしょう。委員会としてはどうお考えか、あるいはその後我々の意見を出して

いきたいと思いますが、まずどうでしょうか。 

（事務局） 

 先ほどの、文科省の調査のデータを持っているのですが、おっしゃるとおり１

３％が校舎一体型、隣接型が５％ということで、結局これは何かと言いましたら、

既存の施設を使って、小中一貫教育がいいからやろうと、とりあえずやろう、分離

型でやろうと。いずれは時期が整えば、よければ施設一体型でやりたいというよう

な意思のあらわれだと思います。結局お金が伴う話ですので。加東市の場合、東条

については一体型でやりたい、社については隣接型でというような方針を一旦出さ

せていただきました。私どもは先ほど言いました教職員の負担、それと子どもたち

のスムーズな教育活動を行う、日常的な児童・生徒の交流をするためには少しでも

近いほうがよいに決まっています。それも、職員室に、小学校の教員と中学校の教

員が同じフロアにいることによって例えば話ができる、簡単にコミュニケーション

がとれる、だからベストだと、理想だということで校舎一体型っていうことを書か

せていただきました。ただ、今もお話があったように、少なくともというのは、今、

一応建てるということで、新たな学校を加東市は建設できるっていう条件で考えま

した。建てるなら少なくともということで書かせてもらっていますので、建てない

場合は逆に分離型でしかできないんではないかと思っています。だから決して分離

型を認めないっていうことではないということで御理解をいただけたらなと思う

のですが。 

（委員長） 

 お金がなければ建ちませんからね。 

 それと、８割以上はどうですか。やっぱり６割ではまだ低い感じがしますね。 

（事務局） 

 おっしゃるとおりです。 

（委員） 

 私も教員の方々の理解ですね、これが一番だと思います。やはり教員の方々が一

貫教育に対して不安を抱いている、まだ自信がないとか、そういうことがございま



したらやはり子どもに影響すると思います。そういうことで、やはり今も委員が言

われましたように、８割以上あるいは９０％、それぐらいのやってやろうという教

職員の方々の熱意、こういうのが一番必要やと思います。まず、ひとつ。 

 それからもう１つは、ちょっと失礼なんですけれど、加東市の目指す小中一貫教

育ということで、このＡ３のものなんですけども、目指す子ども像、これも小中一

貫じゃなくても、今、小学校とか中学校でもこういうのは念頭に置いて先生方が指

導されていると思うんです。ですから、私が思うには新鮮味がないんです、当たり

前のことではないかと。そういった感じがするんです、失礼なんですけども。です

から、委員が言われましたように、もう少し目新しいといいますか、教育に対して

そういう言葉はちょっとおかしいと思うんですけれども、やはり子どもが、また大

人が、保護者の方が、ほうと思われるようなキャッチフレーズ、そういうものが今

の情報社会では大変必要だと思うんです。ですから、自ら学ぶ子、自他を大切にす

る子、これも当たり前のことで、今も小学校、中学校も絶対道徳やられていると思

います。こういうことで、もう少しこの辺を言うにしても、言葉を変えて、もう

ちょっと興味を持たせるような、そういう表現の仕方ができたらなと思うんですけ

れども。私はこの２点について特に思いましたので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

（事務局） 

 教職員の理解なくしてというところは、そのとおりだと思います。ただ、明日か

らいきなり小中一貫教育をするわけではございません。だからその準備期間があっ

て、その中で先生方がかかわっていくことによってカリキュラムができていった

り、いろんなことができていく過程の中で当然理解は深まっていきますので、８割

と言わず、当然何年後かに始めるときには全員が頑張ろうってなるように持ってい

きたいと思います。それは努力をさせていただきます。 

 ２つ目のキャッチフレーズ、ここ、今日これほど熱心に御協議いただくとは思っ

てもなかったので、ということで、当然、教育行政ですので市民に対してのアピー

ルっていうのも当然だと思います。冒頭にもお話ししましたが、もうしばらくお時

間をいただいて、いいのを考えたいと思います。 

（委員） 

 何人かの方が先生のアンケートについてお話しされていますけれども、私もこの

先生のアンケートというのは非常に興味を持って見させていただいたんですが、ど

なたかおっしゃいましたように理解できないという方が非常に多いというのが逆

に言いましたら愕然としたというようなことなんですけども。ただ、この理解でき

ない中身というのか、そういうものを見てみますと、この小中一貫教育の致命的な

指摘というのはないような気もするんです。ですから、ここにア、イ、ウ、エとい

ろいろ書いておりますけれども、事前にいろいろ対策あたりを考えてやったらそれ

で問題解決するんじゃないかなというようなものがほとんどだと思いますので、研

究会が秋からまたそういう細かい点のお話もいろいろあろうかと思うんですけれ

ども、そういうことをやることによって８０％以上の賛同を得たいなというような

気がするんですけど、その辺は教育委員会のほうも先生方との対話というのを重要

視してやっていただきたいと思っております。 

（委員長） 

 一通り皆さんの御意見を伺いました。特に委員から御指摘のあった７ページの少

なくとも云々という部分ですね、これはどうでしょう、建てるとするならばという

のが入ってるということでよろしゅうございますか。 

（委員） 

 はい。 



（委員長） 

 それと、私が２点ばかり言った一番最後の部分、今後の予定というところで、是

非ひとつは地域推進協議会、こういった中にもう少し内輪の人を入れてほしいとい

うことです。ですから、学校評議員だとか、あるいは保護者代表だったり、あるい

は地域の皆さんに近い方、そういう方を入れて具体の議案をもっと検討していって

いただきたいと、これ１点です。 

 それから、もう１つは今度は教育委員会側です。方向性をもっと早く決めていか

ないと、理論倒れでくたびれてしまうということなんで、開設時期だとかあるいは

スタイルですね、それをなるべく早く皆さんに御提示する必要があると思うんです

けども、これは行政的な配慮のことがあるんで、いつまでにというようにはいきま

せんが、その辺の２点についてはいかがなものですか。具体で検討していく、そし

て方向性をなるべく早く出すっていうのは。見通しとしてはいかがなんですか、特

に後者ですね。 

（事務局） 

 まず、検討組織のほうで是非そういった充実した組織にしたいと思っております

ので、お願いとしましたら、この研究会は各地域の代表の方に入っていただいてお

りますので、各地域ごとで研究会の方々もばらばらに地域に戻られてそこからこの

推進協議会のメンバーになっていただけたらなという思いがあります。というの

は、また一からの議論よりは研究会でこういった話をして、今ここまで来ているん

だよというようなことを言っていただけるのかなと思います。それと、逆に協議会

で出た意見がまたこの研究会にフィードバックしやすいということで、是非この協

議会のほうにこの研究会のメンバーが入っていただけるっていうことを御了解い

ただきたいなと思います。それ以外についても当然学校評議員であるとか保護者、

それと地域の団体の方等は選出していただきたいと思います。 

（委員長） 

 皆さんよろしゅうございますか。いきなりそういって、また出ないといけないっ

ていうことになりますが。当然、ここでいろいろ議論して、一番情報を持っておら

れる方たちということで、よろしゅうございますか、そういう形でまた協議会のほ

うに皆さんも入っていただいてということで。 

（事務局） 

 負担軽減はさせていただきますので。何度も何度もというようなことだけは。そ

れはさせていただきます。 

 それと、委員長のほうからございました計画、今後の計画については、当然カリ

キュラムをつくるわけですし、地域協議会で話をするわけですから、地域協議会で

確かに１０年後につくるところと、５年後かというので全く話の中身が違いますの

で、できるだけ早くというようなことを思っているんですが、もしそういった御意

見が強いのであればここの中間報告に入れるっていうことであれば入れて反映さ

せていただこうと思うんですけれども、委員の皆さん方、御意見どうでしょうか。

（委員長） 

 いつまでにとは書けないとしたら、なるべく早く決めてというくらいは言っても

いいかなと思います。これが２０年後、３０年後の議論を今やっているとなると、

なんか急に力が抜けてきますので、やはりなるべく早く開校時期だとかあるいは組

織、先ほどお金の関係もあって云々というのはありましたけれども、そのあたりの

方向性を打ち出していただきたいと私は思いますが、委員の皆さんいかがですか、

曖昧にしたほうがいいっていうなら書きませんし、やはりある程度、なるべく早く、

ちょっと引いた言い方ですけども、そういうことぐらいは決めていいんじゃないか

なと思うんですけども。よろしいですか。 



〔異議なし〕 

（委員長） 

 それでは今、２つばかり申し上げました。委員の皆さんもまたこの協議会の中に

も入っていただくという、その会を立ち上げて並行して進めていくということと、

そういった具体の開設時期とか分類について、なるべく早く教育委員会のほうで決

めていただきたいという２つを、書く欄がありませんので、大体こういう報告書の

場合は９ページになりますか、今後の予定の後に「なお」になるか、「加えて」に

なるかわかりませんが、追加をさせていただきたいなというように思うんですが、

委員の皆さんいかがでございましょうか、よろしゅうございますか。 

（委員） 

 委員長が言われたように検討の組織、構成員ということで言えば、今、案が出て

いるように研究会のメンバーであるとか学校評議員であるとか、各関係団体の代表

者であるとかというのもあると思うのですが、先日の新聞である地域の保護者が署

名活動をして、保育園の保護者ということだったんですけれども、そういうふうな

将来的な自分の子どもたちが小中一貫校に対して通わせるどうこうというふうな

ことにもなりますので、現在の小・中学校に通っている保護者っていうのも意見と

しては非常に大事だろうと思うんですが、将来的に通わせるだろうというふうな、

そういうふうな保護者の意見も尊重すべきじゃないかなというふうなことは１点

思います。 

 それからもう１つは、委員長が言われたように開校時期とか場所については一旦

教育委員会のほうで案を出されています。それについておおよそそれでいかれるの

か、また変更されるのかはわかりませんけれども、一旦出された案についてはそれ

なりに検討されてそういうふうな開校時期、場所について検討されたと思いますの

で、それについてもし変更されるんだったらそれなりの理由が逆にいるんじゃない

かなと思います。そういう意味で、委員長が言われた時期やら場所についてもある

程度明記か、あるいはこういうふうな時期にというふうなことは書ける範囲で書く

べきじゃないかなと思います。 

 それから、加えてですが、小中一貫教育で何校か該当校を見て回ったときに、先

ほど委員から出ました分離型が全国的に多いのは私も知っていますけれども、実際

に一体型を進められている学校の校長なんかは、その市において例えば一貫校を推

進するに当たっては場所、それから金銭的、経済的なことがそろわないとできない。

例えば町であれば場所がなかなか難しい、田舎であれば場所はあるけどもお金がな

かなか難しいとかというふうなことで、この２つのベクトルが合わないとできない

というふうなことで、なかなか全国的には進められない理由はそうじゃないかなと

いうふうな学校長の意見もありました。そういう意味で言えば、逆にこの加東市が

推進していくっていうことで新たに推進していくっていうことでは数は少ないか

もしれないけど、併設型、一体型を進めていくというのは１つの加東市が強力に一

体型を進める特徴というふうなことにもなるのかなというふうに私は思いました。

（委員） 

 今まで所属した学校でいろいろ勤めていて感じていたことが１つありまして、地

域の方の御支援によって子どもたちが育っているなというのがすごく感じており

ます。したがって、地域独自のいろんなお考えもありますし、だからそれぞれの地

域の、社、滝野、東条の地域推進協議会に、各地域でお世話になっている団体の各

代表の方、是非入っていただいて御意見を頂戴するというのと、それから最近特に

私も感じているのが保育園、幼稚園の保護者の方がすごく、よく考えられていて、

その意見をどこかで吸い上げられるような、そんな組織になればなと思っておりま

す。 



 あと、もう１つは具体的に先ほども少し触れておりましたけれど、時期とか場所

とかがある程度計画が出てきた段階で話を進めていきますと、もう少し具体的な話

の中で検討が進んでいくんじゃないかと、加速していくんじゃないかなと思います

ので、是非場所とか時期とかできる限りの時期でいいですので決定をお示しいただ

いたらありがたいなと、それを望むっていうことを一文入れていただいたらと思う

んですけど。 

（委員） 

 今日の資料の中間報告案の１ページ目のところの委員長のはじめにの言葉のと

ころにもありますように、小中一貫教育推進への不安を抱く方もおられるから云々

ということで取組の方向性や推進上の課題と、その解決方策について具体的に検討

するためにということでありました。１回目のときから私が言っているんですけれ

ども、今も委員も言われましたが、地域の中では１月ぐらいから本当に実際に不安

を持っていらっしゃる、その行動が先般出たような形になったのかなかっていうふ

うに思っているんです。自分らからしたら孫ですかね、子どもの子ども、孫がどん

な小中一貫で世話になるのかなと、こんな話なんですけれども、実際の、本当に就

学時前の方の話というのは本当に１月から聞いたときに、これは本当に大変なんだ

ろうなと。６年先やったら５年生からかとか、１０年先やったらどうなるとか、本

当に地域で話されている実態でありまして、そんな声を聞くと何とか今不安を抱く

ということの解決は、やはりこの組織であったり行政のほうにお願いしたり教育委

員会にお願いしたりして、なかなか詰まらないというのはよくよく皆さん理解して

いただいているんですけども、やはりその態度であるとか姿勢であるとか、意思疎

通を図れた情報交換、そういう部分を大切にしていかないと、これから加東を担う

市民の皆さん方がやっぱり離れていくというのが非常に怖いなというのを感じま

すので、やはり今お二人の方が言われたように早く不安を払拭するような形の表現

であったり取組みであったり方向性になればなと、そんなふうに思いながら参加し

ているような状況なので、よろしくお願いします。 

（委員長） 

 ３つ、なお書きしたほうがいいんじゃないかという気がします。１つは協議会に

関連する人が入ってもらうと。２つ目はこれからの小中一貫に直接関係のある、今

で言うと保育園とかあるいは幼稚園に通っておられる保護者です、そういう方たち

もいろんな協議やあるいは地域の人と同じように情報を開示して意見をなるべく

吸い上げていくような、そういった仕組みをつくるということ。そして開設時期、

場所等について決定をなるべく早く打ち出していただくこと。このあたり３つぐら

いですか、ここに書いてないところでなお書きすべきは。そのあたりを最後の今後

の予定のあたりの後ろにつけ加えていこうかなと今思っていますが、いかがです

か。そのようなご意見をいただいたと思いますが。よろしいでしょうか。 

〔異議なし〕 

（委員長） 

 それでは、先ほど事務局からも報告ありましたように、たしか来週早々に教育委

員会をお開きになるということで、この中間報告をその場で報告したいんです。で

すから今いただいた意見、議論した中でいろいろ修正等もありますので、私と副委

員長に御一任をいただいて、この後の時間を使って修正をいたします。そしてそれ

を来週早々の教育委員会に出したいというふうに思うのですが、御一任いただけま

すか。よろしゅうございますか。 

〔異議なし〕 

（委員長） 

 それでは、委員長、副委員長に御一任をいただいて修正をして来週の月曜日に間



に合うように段取りしたいと思います。 

 それでは、予定の時間を過ぎておりますので、ここで一旦協議を終えたいと思い

ます。 

 そこで、事務局のほうから事務連絡等がありましたら御連絡いただけますでしょ

うか。 

（事務局） 

 加東市教育委員会のほうから、この研究会の設置をお願いしまして御協議いただ

きましたので、委員長、副委員長から教育委員長もしくは教育長のほうに手渡しし

ていただくというのがベストなのかなと思っています。また、そうなりましたらま

た月曜日に出てきていただかなければならないというようなことになりますし、お

かげさまでそれほど修正はなく、最後のつけ足しの部分でいけそうですので、この

後２０分ぐらいありましたら、さっとつくれますので、それを委員長、副委員長に

見ていただいて了解をいただいた後、教育委員が来られていますので、教育長室で

手渡ししていただくということでよろしいでしょうか。 

〔異議なし〕 

（事務局） 

 そうしましたら、そういったことでこのあと修正を加えまして、大島教育委員長

等に直接手渡していただくという段取りをいたします。 

３ 事務連絡 

４ 閉会 
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